
道徳教科化の問題点
森友教育の⾏き着く先 安倍教育の集⼤成



道徳の「筆頭教科化」

①「学校の教育活動全体を通じて⾏う道徳教
育とその要としての道徳の時間」

②｢校⻑や教頭などの参加、他の教師との協⼒
的な指導」

③｢道徳教育推進教師を中心とした指導体制」。





指導要領の｢徳目」の恣意性と細分化（２２個）、低学年での
豊富化

Ａ 主として自分自身に関すること。
「善悪の判断、自律、自由と責任」 ｢正義、誠実」 「節度、節制」 

  「個性の伸⻑」 「希望と勇気、努⼒と強い意志」 ｢真理の探究」

Ｂ 主として人とのかかわりに関すること。
「親切、思いやり｣ ｢感謝」 ｢礼儀」 ｢友情、信頼」 ｢相互理解、寛容」

Ｃ 主として集団や社会とのかかわりに関すること。
「規則の尊重」 ｢公正、公平、社会正義」 ｢勤労、公共の精神」

   「家族愛、家庭生活の充実」 ｢よりよい学校生活、集団生活の充実」
   「伝統と⽂化の尊重、国や郷⼟を愛する態度」 ｢国際理解、国際親善」 

Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとのかかわりに関すること。
   「生命の尊さ」 ｢自然愛護」 ｢感動、畏敬の念」 「よりよく生きる喜び」



徳目の恣意的選択

｢人権」｢平等」「自治」「平和」「共同」
｢国⺠主権｣｢意⾒表明権｣など、

憲法、⼦どもの権利条約に規定された項目
がない。



いくつかのキーワード
      （中学校道徳学習指導要領の「解説」より）

� 「他者や集団・社会との関わりの中で自制し生きていくことができる自己
を確⽴」

� 「社会生活の秩序と規律を維持するためには、自らに課せられた義務や責
任を確実に果たすことが⼤事」

� 「最低限の規範意識を確実に身に付けさせる」
� 「法やきまりの意義やそれらを遵守することの意味を理解」
� 「社会の秩序と規律を自ら高めていこうとする意欲や態度を育てる」
� 「国際社会に生きる日本人としての自覚」
� 「国家の発展に努める日本人として、主体的に生きようとする態度」



検定教科書＝学習指導要領に厳格に従った事実上の
国定化への道

①学習指導要領に⽰された題材を全て取り上げることを規定。

②政府⾒解に反する問題を取り上げさせない規制
｢多様な⾒⽅や考え⽅のできる事柄を取り上げる場合には、その取り上げ⽅につ 
 いて特定の⾒⽅や偏った取り扱いはされておらず公正であるとともに、・・。」
(検定基準）

③学習指導要領の｢内容項目」との関連を明⽰すること
「主な記述（読み物教材など）については、学校での指導上の観点から、教科書
上、道徳科の内容項目との関係が明⽰されていることが必要である。」



２０１７年道徳教科書検定結果

道徳教科書に対する検定意⾒は244件
  「指導要領が定めた内容の項目を網羅して取り上げていない」
  「記述内容と指導要領の項目の関係を明⽰する要件を満たしていない」

学習指導要領の項目だけでなく、要領の具体的説明内容に厳密に従った記述を要求

授業⽅法への介入
 読み物教材の冒頭か末尾に、徳目の誘導する設問を入れていないと検定意⾒がつく  



「評価」は何をもたらすか︖



「宗教的情操」を結論として道徳教育全体を構成
＜現行学習指導要領＞

 １．主として自分自身に関すること。
 ２．主として他の人とのかかわりに関すること。
 ３．主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること。
 ４．主として集団や社会とのかかわりに関すること。

＜新学習指導要領＞

  Ａ 主として自分自身に関すること。
 Ｂ 主として人とのかかわりに関すること。
 Ｃ 主として集団や社会とのかかわりに関すること。
 Ｄ 主として生命や自然、崇高なものとのかかわりに関すること。



｢愛国心」の強調

�⼩学校１年から｢愛国心｣を追加

�指導内容の重点化＝５・6年と中学校で｢愛
国心｣を重点化

�５・6年生、中学生の「指導の要点」で国旗・
国歌の尊重をはじめて明記



社会問題を個⼈の心情や態度の問題として解
決させるよう誘導

「いじめの問題なども人間の弱さが起因」

「所属する一人一人が確かな自己実現を図ること
ができる社会を実現するためには，そのような人
間の弱さを乗り越えて，自らが正義を愛する心を
育むようにすることが不可⽋である。」

                           (学習指導要領｢解説｣より)



新学習指導要領に基づく
       小学校道徳教科書の特徴

�教育基本法第2条、「私たちの道徳」との関連を重
視した構成

�「人物伝」「著名人」のエピソードの多用＝修身
で用いた⼦ども感化の⼿法の復活

�「読み物作品」が徳目を読み取る⼿段として登場。
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「人物伝」「著名人」のエピソードの多用
     ＝修身で用いた⼦ども感化の⼿法の復活
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「読み物作品」が徳目を読み取る⼿段として登場。
    マザーテレサの取り上げ⽅を例に

 □「私たちの道徳」
    「公正、公平、正義の実現」
         (みんな同じかけがえのない人間、いじめ)

 □学研
    「勤労、社会奉仕、公共心」
 □光村図書
    「畏敬の念」(心の美しさや気高さ）
 □学校図書
    「国際理解・親善」(世界の人たちと仲良くするために）
 □育鵬社
    「人間愛」（堕胎の禁止）



「⽩旗の少⼥」
(東京書籍6年）の例


